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ネットワーク

１．ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰの位置づけ１．ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰの位置づけ

ＧＳシリーズＧＳシリーズ ＤＳシリーズＤＳシリーズ 他社サーバ他社サーバ

クラスタクラスタ

１１
クラスタクラスタ

２２
クラスタクラスタ

３３
業務業務

アプリアプリ
業務業務

アプリアプリ
業務アプリ業務アプリ

ＡＡ
業務アプリ業務アプリ

ＢＢ

ＭシリーズＭシリーズ

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ

ＦＮＡ／ＡＣＦＮＡ／ＡＣ ＯＳＩ－ＴＰＯＳＩ－ＴＰ

ＬＡＮＬＡＮ

ＦＮＡＦＮＡ on on ＴＣＰ／ＩＰＴＣＰ／ＩＰ

ＯＳＩ－ＴＰ
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トランザクション単位のトランザクション単位の
電文振分け電文振分け

・ホットスタンバイ連携・ホットスタンバイ連携

・負荷分散・負荷分散

Ｘ．２５Ｘ．２５ ＦＮＡ／ＢＣＦＮＡ／ＢＣ
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２．ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ適用の狙い２．ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ適用の狙い

（１）ＧＳ．Ｍシリーズホットスタンバイ連携（１）ＧＳ．Ｍシリーズホットスタンバイ連携
・利用者に対するＧＳ，Ｍシリーズ業務全体の無停止化・利用者に対するＧＳ，Ｍシリーズ業務全体の無停止化

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ

ホットスタンバイシステムホットスタンバイシステム ＧＳシリーズＧＳシリーズ

クラスタ
［現用１］

クラスタ
［現用１］

クラスタ
［現用２］

クラスタ
［現用２］

ＤＢ クラスタ
［待機］

↓
［現用］

クラスタ
［待機］

↓
［現用］

コネクション継続

切替え

通信
パス

....
ダウン

2

・サーバダウン時の

端末電文の保留と再送

・端末障害管理

・サーバダウン時の

端末電文の保留と再送

・端末障害管理
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（２）ＧＳ．Ｍシリーズロードシェアシステムへの適用（２）ＧＳ．Ｍシリーズロードシェアシステムへの適用
・ＧＳシリーズロードシェア形態でのクラスタ負荷分散・ＧＳシリーズロードシェア形態でのクラスタ負荷分散

ＳＵＲＥＳＵＲＥ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ

ロードシェアシステムロードシェアシステム ＧＳシリーズＧＳシリーズ

クラスタ
クラスタ

クラスタ
クラスタ クラスタ

クラスタ

・振分比率の設定
による負荷分散
Ｎ：Ｍ：Ｌ

・ユーザ出口での
振分先グループ

（業務名）決定

オンライン
アプリ

オンライン
アプリ

ｵﾝﾗｲﾝｱﾌﾟﾘ

バッチアプリ
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（３）複数サーバへの端末メッセージの振分（３）複数サーバへの端末メッセージの振分
・サーバ業務のトランザクション（会話）単位での振分・サーバ業務のトランザクション（会話）単位での振分

ＳＵＲＥＳＵＲＥ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ

ＧＳシリーズＧＳシリーズ

・複数伝送制御手順の
吸収

・端末側とのセション
は常に保持

・端末は接続先のサーバ
を意識する必要がない

ＡＰＬ
１

ＡＰＬ
１

ＡＰＬ
２

ＭシリーズＭシリーズ

ＡＰＬ
３

ＤＳシリーズＤＳシリーズ

通信パス1 通信パス2 通信パス3 通信パス4
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((１１))電文中継のイメージ（金融機関の場合）電文中継のイメージ（金融機関の場合）

①ＩＮＱ／ＡＮＳ中継①ＩＮＱ／ＡＮＳ中継
a)a) サーバ～ＳＵＲＥ単一会話セションサーバ～ＳＵＲＥ単一会話セション

自動機／窓口端末
ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP

電文保留

電文破棄

サーバサーバ

ＩＮＱ

ＩＮＱ

ＡＮＳ

ＡＮＳ

b)b) サーバ～ＳＵＲＥ複数会話セションサーバ～ＳＵＲＥ複数会話セション

自動機／窓口端末
ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP

サーバサーバ

ＩＮＱ

会話終了

他社他社
サーバサーバ

ＡＮＳ

会話終了

ＡＮＳ

３．機能概要３．機能概要
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ＩＮＱ
ＩＮＱ

ＡＮＳ

参考参考

ＡＩＭアプリの場合は、ＡＩＭアプリの場合は、

システム間通信（表示ファイル）システム間通信（表示ファイル）
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②② 通知メッセージ中継通知メッセージ中継
ａ）ａ） 端末端末 →→ サーバサーバ

自動機／窓口端末
ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP

サーバサーバ

通知ﾒｯｾｰｼﾞ

会話終了

b)b) サーバサーバ →→ 端末端末

通知ﾒｯｾｰｼﾞ

自動機／窓口端末
ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP

サーバサーバ

通知ﾒｯｾｰｼﾞ

会話終了

通知ﾒｯｾｰｼﾞ
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③③ ホットスタンバイ時の再送ホットスタンバイ時の再送

自動機／窓口端末

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

ＩＮＱ

電文保留

保留電文破棄

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）
[[待機系待機系]]

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）
[[現用系現用系]]

ＩＮＱ
ｼｽﾃﾑﾀﾞｳﾝ

ダウン検知
会話ｾｼｮﾝ
異常終了

ダウン通知

通信ﾊﾟｽ
閉塞

通信パス抑止解除

ＩＮＱ再送

ダウン
認識

通信パス
確立監視

通信再開

処理可否判定
／再処理

リカバリ処理

振り分け抑止
解除

ＡＮＳ
ＡＮＳ
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((２２))端末の結合端末の結合//切断切断

自動機／窓口端末

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

端末の結合/切断処理

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）

開閉局依頼

開閉局通知

SUP-GS/LSNET

①① サーバ主導サーバ主導
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会話終了会話終了

会話終了会話終了

１依頼電文で最大９９端末の依頼が可能１依頼電文で最大９９端末の依頼が可能

端末の結合/切断処理

依頼端末分の通知依頼端末分の通知
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((２２))端末の結合端末の結合//切断切断

自動機／窓口端末

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

端末の結合(同期型)

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）

開局依頼

開局通知

SUP-GS/LSNET

②② サーバ主導サーバ主導((同期型同期型SLOGONSLOGON機能を使用した開局機能を使用した開局))
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会話終了会話終了

会話終了会話終了

１依頼電文で最大９９端末の依頼が可能１依頼電文で最大９９端末の依頼が可能

依頼端末分の通知依頼端末分の通知

電源電源OFFOFF

電源電源ONON

保留

※※同期型同期型SLOGONSLOGON機能は、オプション製品となります機能は、オプション製品となります

開局確認
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((２２))端末の結合端末の結合//切断切断

自動機／窓口端末

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

端末の結合処理

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）

開局許可

開局通知

SUP-GS/LSNET

③③ 端末主導端末主導

開局要求 開局依頼

閉局要求 閉局依頼端末の切断処理
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会話終了会話終了

会話終了会話終了

会話終了会話終了
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((３３))端末への代行応答端末への代行応答

自動機／窓口端末

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）

業務ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ＩＮＱ ＩＮＱ

ＡＮＳ（代行）

ユーザ電文登録テーブル
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ＲＥＡＤＲＥＡＤ

ＡＢＥＮＤ
会話異常終了会話異常終了

電文抽出電文抽出
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４．機能構成４．機能構成

トランザクション
振分機能

端末制御

ＦＴ機能

メッセージ振分/中継

ホットスタンバイ連携

ユーザ出口インタフェース

コネクション結合/切断

端末障害管理

障害端末の自動再結合

テストコール機能

－ＳＵＲＥ基本機能の利用によるＦＴ化

－サーバ～端末間のメッセージ振分中継

－メッセージ中継ロジックの
組み込みインタフェース

－サーバ切替え時のメッセージ保留／再送

－端末コネクション操作及び端末コネクション
の結合／切断事象の通知（ＳＵＰとのｲﾝﾀﾌｪｰｽ）

－端末障害事象の通知

－障害端末のコネクション復旧

－端末～ＳＵＲＥ間のテストコール機能

12
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５．ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ適用の留意点５．ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ適用の留意点

(1) プロトコルヘッダ
・ＳＨＣＰは電文のプロトコル制御を以下のヘッダを付加することにより実現する．
・ＧＷ（ゲートウェイ）ヘッダ ・ＳＨＣＰヘッダ

（サーバ～ＳＨＣＰ間は必須です．）

(1) プロトコルヘッダ
・ＳＨＣＰは電文のプロトコル制御を以下のヘッダを付加することにより実現する．
・ＧＷ（ゲートウェイ）ヘッダ ・ＳＨＣＰヘッダ

（サーバ～ＳＨＣＰ間は必須です．）

(3) 必須ソフトウェア（ＯＳ，通信制御を除く）
・ＮＥＴＳＴＡＧＥ ・ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＣＭ
・ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＴＬＳ ・ＤＰＣＦ
・ＳＯＰＣＰ ・ＯＴＭ
・ＤＥＶＪＵＮＫ ・Ｃ言語（ＳＤＵＣを含む）
・ＰｏｗｅｒＳＯＲＴ

(3) 必須ソフトウェア（ＯＳ，通信制御を除く）
・ＮＥＴＳＴＡＧＥ ・ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＣＭ
・ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＴＬＳ ・ＤＰＣＦ
・ＳＯＰＣＰ ・ＯＴＭ
・ＤＥＶＪＵＮＫ ・Ｃ言語（ＳＤＵＣを含む）
・ＰｏｗｅｒＳＯＲＴ

(2) ユーザ出口
・ＳＨＣＰは電文の解析や編集を行うためのユーザ出口のインタフェースを提供する
・ユーザ出口はＣ言語及びＣＯＢＯＬインタフェースを提供．

（ユーザ出口及び運用関連アプリ開発は弊社が有償で対応可能です）

(2) ユーザ出口
・ＳＨＣＰは電文の解析や編集を行うためのユーザ出口のインタフェースを提供する
・ユーザ出口はＣ言語及びＣＯＢＯＬインタフェースを提供．

（ユーザ出口及び運用関連アプリ開発は弊社が有償で対応可能です）
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(4) 選択ソフトウェア
・ＢＣＰ／ＪＬＯＡＰ－－－－ユーザ出口でログを取得する場合
・ＡＵＴＯＯＰ－－－－－－－自動化運用を行なう場合
・ＣＯＢＯＬ８５－－－－－－ユーザ出口をＣＯＢＯＬで開発する場合
・その他－－－－－－－－－－通信プロトコルに応じて通信機能を選択する

(4) 選択ソフトウェア
・ＢＣＰ／ＪＬＯＡＰ－－－－ユーザ出口でログを取得する場合
・ＡＵＴＯＯＰ－－－－－－－自動化運用を行なう場合
・ＣＯＢＯＬ８５－－－－－－ユーザ出口をＣＯＢＯＬで開発する場合
・その他－－－－－－－－－－通信プロトコルに応じて通信機能を選択する
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６．補足資料６．補足資料

(1)(1)ＧＷヘッダとＳＨＣＰヘッダによるプロトコル制御ＧＷヘッダとＳＨＣＰヘッダによるプロトコル制御

自動機／窓口端末 ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）

①概要①概要

SHCP
ヘッダ

電文

SHCP
ヘッダ

電文

GW
ﾍｯﾀﾞ

SHCP
ﾍｯﾀﾞ

電文

GW
ﾍｯﾀﾞ

SHCP
ﾍｯﾀﾞ

電文

受信電文
判定出口

送信電文
編集出口

送信電文
編集出口

14

注）端末～ＳＵＲＥ間はＳＨＣＰヘッダは無くても良い（無注）端末～ＳＵＲＥ間はＳＨＣＰヘッダは無くても良い（無
い場合は受信電文判定出口が必要）い場合は受信電文判定出口が必要）
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②② ＧＷヘッダＧＷヘッダ

ＧＷ（ゲートウェイ）ヘッダはサーバ～ＳＵＲＥ間のＧＷプロトコルのためのヘッダである．ＧＷ（ゲートウェイ）ヘッダはサーバ～ＳＵＲＥ間のＧＷプロトコルのためのヘッダである．

ヘッダ種別

ヘッダ長 応答要求フラグ 送達確認フラグ

会話継続有無 伝送制御手順

応答通知先ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名長

応答通知先ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名

伝送制御情報 リザーブ

リザーブ

文字コード リザーブ

端末数 端末名長

端末名（長さ＝端末数×端末名長）

メッセージ送信ヘッダの形式

０

４

８

１２

１６

２０

３６

４０

４４

ＧＷ（ゲートウェイ）ヘッダにはメッセージ送信ヘッダ、メッセージ送信応答ヘッダ、ＧＷ（ゲートウェイ）ヘッダにはメッセージ送信ヘッダ、メッセージ送信応答ヘッダ、
端末制御ヘッダ、ＡＰＰＬ名ヘッダ、切断理由ヘッダ等がある．端末制御ヘッダ、ＡＰＰＬ名ヘッダ、切断理由ヘッダ等がある．

15
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③③ ＳＨＣＰヘッダＳＨＣＰヘッダ

ＳＨＣＰヘッダは本ソフトウェア固有の情報を設定するヘッダである．ＳＨＣＰヘッダは本ソフトウェア固有の情報を設定するヘッダである．

ＳＨＣＰヘッダの構成

制御部 固有情報 あて先情報 ﾕｰｻﾞ側持ち回り情報 SHCP側持ち回り情報

制御部、固有情報の形式

ヘッダ種別

電文種

再送電文表示 リザーブ

ヘッダ長

メッセージ長

セション継続要否 セション種別 送信確認要否 保留要否

再送要否 ﾀｽｸ内持ち回り要否 ﾀｽｸ間持ち回り要否 自側異常通知要否

相手側異常通知要否
リザーブ

16

制
御
部

固
有
情
報
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③③ ＳＨＣＰヘッダ（続き）ＳＨＣＰヘッダ（続き）

ＳＨＣＰヘッダの構成

制御部 固有情報 あて先情報 ﾕｰｻﾞ側持ち回り情報 SHCP側持ち回り情報

あて先情報、ﾕｰｻﾞ側持ち回り情報、SHCP側持ち回り情報の形式

相手ｼｽﾃﾑ名格納域長

相手ｼｽﾃﾑ名［可変長］

ﾕｰｻﾞ側持ち回りﾃﾞｰﾀ長

ﾕｰｻﾞ側持ち回り情報［可変長］

SHCP側持ち回りﾃﾞｰﾀ長

あ
て
先
情
報

持
ち
回
り
情
報

17

相手ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名長

相手ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名［可変長］

SHCP側持ち回り情報［可変長］

ユ
ー
ザ

Ｓ
Ｈ
Ｃ
Ｐ

ＳＨＣＰヘッダの固有情報とあて先情報は中継系電文と制御系電文で設定内容が異なる．ＳＨＣＰヘッダの固有情報とあて先情報は中継系電文と制御系電文で設定内容が異なる．
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(2)(2)ユーザ出口（ＦＮＡの例）ユーザ出口（ＦＮＡの例）

自動機／窓口端末
ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

NETSTAGE/SHCP＋NETSTAGE

サーバ（クラスタ）サーバ（クラスタ）

電文 受信

相手ｼｽﾃﾑ判定出口

・・コード系コード系

送信電文編集出口

送信 電文 APL1APL1

ユーザ初期処理出口(選択)
ユーザ後処理出口(選択)  
受信電文判定出口(選択)  
端末種決定出口(必須)    
送信電文編集出口(選択)  
相手システム判定出口(必須)
ユーザ事象処理出口(選択)
ＯＳＩﾃｽﾄｺｰﾙ端末取得出口（選択）

18

受信電文判定出口
・・中継制御情報中継制御情報

・・あて先情報あて先情報

端末種決定出口

相手ｼｽﾃﾑ判定出口

・振分け業務キー・振分け業務キー

・電文編集・電文編集

・振分け業務キー・振分け業務キー

・あて先変更・あて先変更
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７．適用事例７．適用事例

(1)(1)Ａ金融機関［自動機の２４時間サービス］Ａ金融機関［自動機の２４時間サービス］

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

ＳＨＣＰ

平日の運用形態平日の運用形態

19

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

勘定系勘定系

（平日現用）（平日現用）

勘定系勘定系

（平日待機）（平日待機）

勘定系勘定系

（休日待機）（休日待機）

勘定系勘定系

（休日現用）（休日現用）

勘定系勘定系

（平日現用）（平日現用）

勘定系勘定系

（平日待機）（平日待機）

勘定系勘定系

（休日現用）（休日現用）

勘定系勘定系

（休日待機）（休日待機）

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

ＳＨＣＰ

自動機／窓口端末自動機／窓口端末 自動機／窓口端末自動機／窓口端末

休日／夜間休日／夜間

平平 日日

振分け先の動的変更振分け先の動的変更

休日／夜間の運用形態休日／夜間の運用形態
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(2)(2)Ｂ金融機関［ロードシェアシステムへの適用］Ｂ金融機関［ロードシェアシステムへの適用］

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ

20

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

勘定系（現用）勘定系（現用）

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

負荷バランスに応じた振分け負荷バランスに応じた振分け

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

グローバルサーバグローバルサーバ

クラスタ＃０クラスタ＃０ クラスタ＃１クラスタ＃１ クラスタ＃２クラスタ＃２

勘定系（現用）勘定系（現用） 勘定系（待機）勘定系（待機）

注）ＳＵＰ－ＧＳ／ＡＶＥＲＡＧＥ利用で注）ＳＵＰ－ＧＳ／ＡＶＥＲＡＧＥ利用で

動的変更が可能動的変更が可能
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(3)(3)Ｃ金融機関［業務別サーバへの適用］Ｃ金融機関［業務別サーバへの適用］

ＳＵＲＥＳＵＲＥ ＳＹＳＴＥＭＳＹＳＴＥＭ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ／ＳＨＣＰ

21

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

勘定系（業務１）勘定系（業務１）

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

負荷バランスに応じた振分け負荷バランスに応じた振分け

自動機／窓口端末自動機／窓口端末

ＭシリーズＭシリーズ

勘定系（業務２）勘定系（業務２）

ＭシリーズＭシリーズ

業務１の電文業務１の電文

業務２の電文業務２の電文
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